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進路だより  第８16 号 

 令和 8 年 1 月 30 日(金) 

多治見高校 進路指導部 

 

♫ 進路 NEWS ♫        国公立大学の入試日程について 

３年生は共通テストが終わり、２次特編授業に入りました。今後は一人ひとりが自分の目標やペース

に合わせて授業を受け、勉強をしていくことになります。国公立大学は共テの結果と二次試験の内容を

勘案して具体的に受験校を決め入試に臨みます。ここで注意したいことが二つあります。まず第一に、

出願は前期、後期ともに 2/4までに完了しなければならないこと。第二は、後期試験では前期合格者が

受験せず、時期が三月で受験しない者が多く、倍率が低くなり思わぬ結果が期待できるということです。 

私立大学でも「三月入試はねらい目」と心

得                            得てください。 

 

※公立大学はこの他中期試験を実施する 

場合もあり。 

※一般社団法人 国立大学協会の資料を 

もとに作成。 

 

前期試験で希望通りの結果が出なかった場合でも、後期まで粘って合格を勝ち取った先輩もいます。

受験では様々な大学と異なる受験方式・日程を組み合わせて、いかに自分の長所を最大限に生かすかと

いう視点が大切になってくるということを忘れないでください。         （文責：梅村） 

今年度の取り組みを最大出力する時期です！ 
  １月 17日(土)･18日(日)の２日間、大学入学共通テスト(共テ)が実施されました。共テの大切さは 

折々に説明されていると思いますが、改めて確認しましょう。第一に、共テは２月末以降実施される 

国公立大学一般選抜(一般入試)の一次試験であるということ、また、晩秋からこの時期に実施される 

国公立大学学校推薦型選抜(推薦入試、共テあり推薦)の選考内容の大部分を占めるということ、です。 

第二に、共テは１月末から実施される私立大学一般選抜(一般入試)の受験方式、共通テスト利用(共テ 

利用)や共通テストプラス(共テ＋)に直接関係する、ということです。私立大学の一般入試は、従来、 

大学の独自作成問題で行う個別入試(個別)が殆どでしたが、入試の多様化が進む中で受験の選択肢が 

広がり現在の形になりました。共テ利用,共テ＋,個別、各入試の違いが分からない人は調べましょう。 

第三に、共テは高校で学ぶ学習内容の理解到達度を図る場として考えられています。今回の共テは、 

既に進路が決定している人を含む３年生のほぼ全員が受験しました。３年生は１年間、その人の努力 

は勿論大切ですが、「受験は団体戦」の標語通り、幾度も学年集会を開催して団結力を高め、集団で 

挑戦する雰囲気を醸成してきました。３年生は一人ひとりが今回の共テの結果を踏まえ、先生方との 

面談等で今後の進路決定の戦略を立て、次の挑戦へ歩みを進めます。学校では、受験をはじめ生徒の 

挑戦を精一杯サポートします。２年生と１年生は、１月・２月で現状の学力を試す模試を経験し、 

今後は「探究」活動のピークをむかえます。教科学習も「探究」も、他の活動も、現状に甘んじる 

ことなく、より高いところへと挑戦し、積み重ねたものが成長を示す力になります。年度末の３月、 

皆さんの表情が、成長し、逞しさを増したものになっていることを期待しています。(文責：石田) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♫ 探究の窓 ♫         沖縄探究の今後の日程 

グループ探究活動はレジュメ作成に入ります。各自の進路実現も意識して取り組もう。(文責：今井) 

 

クラス
発表会

• 1/29 各教室。各グループの発表時間：発表５～６分＋質疑応答２分＋評価１分

•評価：評価表に評価記入⇒グループで集計し集計表を提出する。

クラス
代表決
定

• 各クラスの探究委員が担当の先生の指示で各グループの評価平均点を算出する。
最高平均点を獲得したグループ等をクラス代表とする。

学年
発表会

• 2/5(木)６・７限に視聴覚室(1ABC生徒)と被服室、１E教室で聴く。

•クラス代表は３会場でそれぞれ発表(５+αＧ×５分+質疑応答)。

学年
代表決
定

• 探究委員は2/5(木)発表会終了後すぐに評価表を進路指導室に提出。

•探究委員２名×５組＋正副担任10名の合計20名の評価で３グループを決定する。

全校
発表会

• 3/12(木)バロー文化ホールで実施。外部、マスコミ等も来場予定。

•１、２年生代表(ステージ)＋２年生ゼミ(客席)＋３年生代表の発表。

♫ 学年の窓 ♫     客観的なデータで自己理解を深めよう 

  先日行った PROG-H の結果はどうでしたか？今回はその中でも LEADS で得られた現 2 年生の皆さん

の時間の使い方や進路観の特徴を見てみたいと思います。 

 

１ 時間の使い方                 ２ キャリア意識     

 

 

 

 

 

 

 

Ａの人は順調です。ＢとＣの人は要注意！何をした

らいいか分からない場合は先生に相談しましょう。 

過去のデータから、教科学力に伸び悩む生徒は「SNSをする」時間が多い傾向があるそうです。全国平

均よりも SNSやゲームに使う時間が多い多治高生！学習習慣を今から確実につけましょう。 

進路を実現するためには最後まで続けるための【行動持続力】【計画立案力】、いざという時に実力を

発揮するための【感情制御力】【自信創出力】が大切です。今一度自分の結果を見返して、自分の強みや

現状を把握しましょう。これからの皆さんの取り組みに期待しています。(文責：水野) 

 

 

 

今月は２年生！ 


